




















なお，本稿者は 06年度以来， 8年ぶりに中学 1年生
の授業を担当した。前回 06年度には，当時における当
校の研究開発「新サイエンスプログラム」の中心テーマ
であった「リテラシー」に焦点を当てて 104段を扱った
（当校研究紀要第 47巻）が，今回は別の切り口での試行
である。
2 単元の概要
①指導時期と時間数
週 1時間の授業を「古典」の時間として， 1年生2学
期の 13時間（週）を充てた。
②教材と指導方法
取り扱った章段は，順に以下の通り。
・32段「柿の木に仏，現ずること」
• 104段「猟師，仏を射ること」
・16段「尼，仏を見奉ること」
• 24段「厚行，死人を家より出だすこと」
この 4話について，全文を教科書の体裁に準じた傍訳
形式の本文プリントに作り，重要な古語や古典語特有の
表現などを「言葉の整理」として別プリントに整理して，
教科書を離れた授業とした。
生徒の学習活動としては，本文音読と，意見や感想を
「書く」こと，友だちの書いたものを「読む」ことを中
心に据えた。場面の整理や登場人物の心情などを発問と
板書を用いて整理する，いわゆる「読解」は極力行わな
かった。生徒に対しては，互いの感想を読み合うことで
「みんなで「読み」を確認する」授業だと説明をしたが，
指導する側としては，クラスの意見交換から自分の読み
を深める相互作用として「尖った意見を共有する，他者
の鋭い意見を基に自身の意見を更新する」ことをねらい
とした。
3 第 1講「柿の木に仏，現ずること」
(1)授業の実際
第 1時は，範読と斉読とを繰り返し， 目と耳と口で本
文になじんだ後，「この文章を読んで分かったこと，考え
たこと」という題で初発の感想を書く (B5半分）。
第2時は，前時の初発の感想をクラス全員分まとめた
もの (B4表裏）を読みあい，「注目すべき友だちの意見」
として 3名分を選び，その理由（評価コメント）とともに
書く (B5)。
第3時は，前時の「投票」結果の発表として，投票理
由（評価コメント）全員分をまとめたものを読みあい，ク
ラスでの読みの中心を明らかにする。
(2)生徒の反応と指導の方法
第 1時の初発の感想では，「大きな柿の木の上に仏が
現れたが，右大臣は不思議に思い確かめに行った。ずっ
と見ていると，仏は，最初は仏だったが最後には死にか
けの鳥となった」など粗筋を記している者，「この話は，
京中の人々が仏だと思っていたのは，＜そ鳶だったとい
う話である。つまり，人が言っていることを素直に信じ
ない方がよいという教訓を表している話だと思う」とい
う教訓としての理解を記している者が大部分であった。
しかし，クラスには 40名もの生徒がおり，中には読
みの手がかりに触れたものもある。第 3時では，そうい
う手がかりをすくい上げながら，読みの方向を確認して
いった。例えばA組では，
・11 (出席番号，以下同じ）「この話で僕は、仏は迷信な
のか、それとも居るのかという点で悩んだ。右大臣は
この世の末に出るはずがないと言って、仏の存在は否
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